
| 共通組み立て説明書 I 

A 注意
お買い上げのお客犠へ必ずお読みください。

-本商品の対象年齢は15才以上で弘対象年齢未満のお子犠には絶対に与え芯いでくださいロ

・小古な部品があります。口の中には絶対に入れないでください。窒息などの危険があDます。

.額飲の危障がありますので、3才未満のお子憾には絶対に与えないでくだ古い。

〈組み立てる時の注意〉
・取り付l才師を無理な方向に曲げたり引っ護ったりしないでください。
・部品はプラスチッヲ用ニツ'/，-1J.どできれいに切り取りましょう。切D取った後のクズは鎗ててください。

・部晶の中には、やむをえ守、とがった部分がありますので、気:~つけて組み立ててくだ古い。

.シールl草、必要1J.部分を切り緩いて貼ってください。

・部晶の加工の際の刃物、工具芯どのご使用にあたっては、それぞれの取級い説明・をよく
読んで正しく使用してくだ古い。

.Nゲージ鉄道模型のパーツなどのと使用にあたっては、それぞれの取短い説明.をよく
読んで正しく使用してください。

{お買い上げのお客様へ}不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客緩相談センター
干2作8刊 柏市豊四季241-22 ナピダイヤル 0570-041-101 
.受何時間 10時-17時(祝日、夏季ー害事体韓日を鰍く〉

PHS、 IP電話帽をご利用白方は04ーヲ146-0371におかけください.

《商品・修理品送付先》 パンダイ 栃木修理 ・配送センター
干321-0298 編木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67
・世羅時間 1日時-17時(士、 B. 祝日、 E事害事体韓日を陪<) 竃箆番号はお害補相麟センター共通

( カブラーの取付け方 )

反取
-ドローHー { 
*車両同士を連結するときに使います. -'ラ干勺

・タミーカヲラ-
(先頭車前面広どに使用します.連結はで昔ません。)

吃積書薗連結器 認争自動連結器
喝叫〆 (JR電車ほか) ulf 害耳障気動車慢が}

| ※カブラーポケット内町ピンに、パチンとはめ込む. 1 ※タミーカブラー凪問調あります・酬で臨1加て伐さ凶

ゲージ化用パーツの取り付け方法 常境地おIZE貯 |
*8トレインショーティー跡、動力ユニット(別売)を装泊することで、 Nゲージの線路上を走行させることができます。

①機関車への動力ユニットの取D付l:t I ・Nゲージ用の線路、コントローラーなどは、別途ご用意ください。
.rBトレインショーティー専用・動力ユヱット日・健闘車用』を使用します。 I ;線路‘コントローラーは、各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます。

-& J汗FF釘nl_-& 通常色(黒)と、グレーがあります。 I .:~ゲージにおける使用方法は、各社・Nゲージの取り扱い説明書をご覧ください。
右両定石弓誌に~ I本床板前後の穴勺と、左右2箇所 I I ・走行条件によって、軒iできる車両の蜘変わります。
亡ヨ鍋ち~縄県~ I の爪村、車体と固定します。 I I 本動力ユニット1訳、通常山両程度開I(自車含む)すること肘きます。

~ ~ ~ ~ ・ー I v"". "~~~-~~~> ' I I (勾配区間や急カーブのある線形では、 牽引できる両数が制限されます。)
*床板(シャ-シ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
本スノープロウは着脱可能です。(力プラーポケットの滑に、爪をしっかりと機けてください。)

本EF200.EF210.DD53などでは、車体長が長いためカブラーの首掻りが充分にできません。
重連運転や、極小カーブ.5力ーブ上でl立、連績が不安定な場合がありますのでご注窓ください。

⑧電車・気動車及び路面電車への動力ユ=ットの取り付l:t
・ rBトレインショーティ一層周・動力ユ=ット回・電車・気勘車周』
もしくは『岡動力ユニット白・路面電車周』を使用します。

+ーィー下覗E回協ー+-. I ホ左右4箇所の爪ψで、車体
と固定します。
本ゆるい場合には、両薗子ーブ
などで画定してください。

出イラスト1ま「動力ユニット図・電車・量動車用Jです.r動力ユニット園田路面電車用」には前桂町カブラーはありません.
本床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着して〈ださい。
ホ台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
(追加ウェイトl立、走行状況に応じて匝用してください. 車内の空きスペースに、両面テ ブなどで固定します.)

⑧トレーラー(動力の無い車両)への台車の取り付l才
・rBトレインショーティー専用・走行台車白』を使用します。
本付属の床板パーツを使用して、走行台車をセン告ーピン穴に装着してください。
取り付けが緩い場合には、走行台車の取付ピンを広げて調整してください。
*台車側面に、台車レリ フを取り付けてください。
*旧型イプ床板では、台車の回転止めピンがあります。 また、初代床板ではカブラー台座
と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

*台車に取り付けた「台車レリーフ」が走行中に落下しないように、取り付けがゆるい渇合
には擁着剤などを使用して固定してください。

*スカートのある先頭車に、動力ユニットや走行台車を取り付ける場合は、スカートを取り
外すか、または台車のカブラー歯車分を切り取ってから量産緒してください。

*新幹線など車体揚にカバーのある車両では、台車レリーフを取り付けできません。

I本商品でNゲ
2013・8

聞 KATO製の動力ユニットを使用することもできます。
①機関車用・動力ユニット(スカートは取り外してください) 1本 EF64o， OF50, 0053など、
|品番11 -1ω| ポケットライン用動力ユニット 11 裾の低い車両に装着できません。

1 ホ 1 1-103は、膚入時にはカブラーポケyトの肉慌にストッパー(プラ小片〉が入っていますので、
必ずストッパーを取り外してから装婚して〈ださい。

②電車・気動車用・動力ユニット(台車レリーフは取り付けできません。)

-パンタグラフの交換

このほか、割りピン取り付け方式の、各社
台車を取り付ける二とができます。

*お好みのNゲージ用パン告グラフを別途お買い求めのよ、交換してください。

KATO:11-401 PS14 :.i&J(/~1ラ7 1リーンマツヲ2・80-2 :PS13店街(/~1ラ7
KATO:11-403 PS22:直車・下枠吏聾罷パノタデラ7 1リーンマツヲ^: 80-3:PT42 :薗車パン~1ラ7
KATひ: 11-404.11-420 PS16・直車パυ~1ラ7 1リーンマ'，;t~^:80-5・PT43 直車パン世ヴラフ

枠 11-420は、..穴が4個白星榎に対応します。 | ヲロ2ポイント :PT71C :シンヲルアーム・パン~1ラフ

ζのほか、取り付けピンが縦2本方式の、各社・パンヲグラフを取り付けることができます。

*骨植の交換パーツl主、メーカー，形式によって取り付けが固い(緩い)唱合もありますので、それ
ぞれ銅盤のうえ取り付けてください。 またパーツによっては加工が必要なものもあります。

本動力ユニットの装着にl主、車種によっては車体側の一郎(ガラススカートなど)や、動力ユニット
の床板などを切り取る等の加工が必要な場合があります。



妻板(配管なし)
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( ステッカーの貼付け位置 ) * 貼り付け位置の参考例です。掛から聞きなものを選んで、切り抜いて貼ってく白い。
商品の仕績により、画像と一部形状が多少異なる場合がございますのでご了承ください。
(刃物のお取り扱いには、充分にご注意ください。記載の無いものはお好みの位置にお貼りください。 )

1 号車 屋損上号車番号 t 6号車

←博多 東京→

1号車・ 521 形 2号車・ 526形 3号車・ 527形 4号車・ 528形

※8両編成を作るにはAセット x2 、

日セット x2が必要となります。

※3号車は実車とは異なります。

-.A"ザ吉守咋も

ZE豆Eb
5号車・ 525形 6号車・ 526形7200 7号車・ 527形7700 日号車 ・ 522形

( 実車の編成例 )車時期によって、編成や車体形状は変化していますのでご注意く白い。
牢記載されている編成の一部車両は再現できZ互い場合があります。 あらかじめご了承ください。

東海道・山陽新幹線 500系V編成

7002 7004 7003 7002 7004 7202 7702 7002 
7003 7007 7005 7003 7006 7203 7703 7003 
7004 7010 7007 7004 7008 7204 7704 7004 
7005 7013 7009 7005 7010 7205 7705 7005 
7006 7016 7011 7006 7012 7206 7706 7006 
7007 7019 7013 7007 7014 7207 7707 7007 
7008 7022 7015 7008 7016 7208 7708 7008 
7009 7025 7017 7009 7018 7209 7709 7009 



*取鋭に82蔵されている車両は、バリエー
ション内の一部です。前面パーツ、屋根パ
ーツなどは車種・塗装によってセットされ
ているパーツが異なります。また、生産の
都合上予備パーツが含まれている場合
があります。あらかじめご了承ください。

(車体の組立て )

①左右の側面に、それぞれガラスを取り付けます。

②組立てた側面を、ブロックに取り付けます。
(先頭車はブロックを使わずに、直後左右のガラスを組みます。)

③妻板裏面に連絡パーツを取り付けます。

④妻板を取り付けます。
(先頭車は後方1 枚、中間車は前後2枚取り付けます。)

⑤屋栂を取り付けます。
(パン骨付きの車両はパンヲグラフを取り付けます。)

⑥先頭車は、ノーズを取り付けます。

⑦シャーシのツメに合わせて車体をかぶせて完成です。.
.
.
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ホ 522形(自号車)の場合
側面とガラスの形状が遭う
以外は、組立て方は521形
( 1号車)と同じです。

|中間車|
526形7200 (6号車:
のぞみ 516形(W編成10号車)

妻板について 〉一一 . 

- 一 .: 配管あり 3.7骨車 : 

・ 博多寄り ・

ダクトなし
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